
「-地域経済循環創造事業交付金の交付決定について
[_蕊血峡劇獅トー

１ 0 ２事業、3 5．５億円
H24補正:67事業､2１. 8億円
H25補正:３5事業､１３. ７億円(第１次交付決定 ※予算額: H25補正:30億円､H26当初:15億円

ト経済波及効果
【⑳補正十⑳補正第一次交付決定】
①投資効果
２．２倍（融資喚起見込額43.6億円）

②経済循環創造効果
２１．０倍（売上高（想定7年）745.5億円）

③地元雇用創出効果
４．１倍（地元人材雇用見込額（想定7年）144.9億円ｊ

④地元産業直接効果
９．４倍（地元原材料費見込額（想定7年）332.5億円］

⑤課税対象利益等創出効果
３．４倍（課税対象利益等見込額（説引前営業利益十

減価償却費相当）（想定7年）121.7億円）
、

′(⑳補正第一次交付決定のみ）

①投資効果
２．５倍(融資喚起見込額20.6億円）
②経済循環創造効果
２８．１倍(売上高(想定7年)384.3億円）
③地元雇用創出効果
４．８倍(地元人材雇用見込額(想定7年)66.5億円）
④地元産業直接効果
１４．８倍(地元原材料費見込額(想定7年)202.3億円
⑤課税対象利益等創出効果
３．９倍(課税対象利益等見込額(税引前営業利益÷

--減価償却費相当)(想定7年)53.2億円）

-

地域課題解決効果
･一次産品等高付加価値化モデル
･流出資金域内還元モデル

４５事業
１７事業

､地元資源活用にぎわい創出モデル２２事業
･廃棄物等の商品化モデル（リサイクル効果）１８事業

平成2 ４年度補正予算事業
【主な例】



一一区 地域経済循燈創造事業交付金の基本的なモデル（例）

2．資金の流れを太くするタイプ
（需要にあわせて供給を拡大する』

1．地域内の資金の流れを変えるタイプ
（地域資源を活用する）

○既存の資金の流れを確認
・現実化している需要は何か(何を欲しているのか）
・何が提供されているのか
・既存のビジネスモデルにおける問題の存在
・地域資源を活用してどう代替品を提供しうるのか

○新たなﾋｼﾈｽモデルの構築
○外部効果の存在の検証

○既存のビジネスモデルの拡大可能性を検討
（供給を上回る需要の確認）

○拡大を阻むボトルネックの存在を検証
○ボトルネックの解消可能性とコストパフォーマンスの確認

○既存のビジネスモデルの修正
○外部効果の存在の検証

、 -

１3．地域外の資金の流れを取り込むタイプ
（地域資源に付加価値を付ける）

4．資金の流れを創るタイプ
（新しい需要・製品を創る〉

○地域資源を活用した新;商品(サービス)の検討
○生産プロセスの検討と需要把握により事業可能性を検証
○地域固有の歴史や生産方式などにより差別化を検討

○既存の地域資源を原材料とした地域外での需要の確認
○地域内での付加価値付与の検討
○地域外での需要を取り込めるのか検討
○地域外の需要を地域内で創造できるのか検討

○新たなビジネスモデルの構築
○外部効果の存在の検証○新たなビジネスモデルの構築

○外部効果の存在の検証

、
ｉ
ｉ

鼻
一 一

(参考モデル事例）
１の参考→①北海道芦別市(チップ製造寧業）、②徳島県（『阿渡尾鶏』を活用した畜産と農業の地域資源循環の創造）
２の参考→①和歌山県(ｲﾉﾌﾀ新商品の開発を核とした紀南地方経済の活性化)、②北海道江別市(江別市地瞳経済禰環創遣事難̅畳竃な資亜で『嚢の■えくつ』を活性化̅）
３の参考→①照本県八代市（クマモトオイスター再発見事業）、②北海道（エゾシカ製品オリジナルブランド化推進事業）
４の参考→①青森県青森市（ナマコ加工廃棄物を活用した地域経済活性化）、②佐賀県江北町（空き店舗再生による地峨経済循環創造享業）
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巳 地域経済イノベーションサイクルの施策例１（北海道芦別市）

瓢
温泉

(公共施設）

林地残材
運搬

木 質 チ ップ、血延／／ チップ製造工場
（芦別木質バイオマス
開発協同組合）

森林

林地残材購入費
1,080万円ﾉ年 重油代相当

振替効果
木質チップ購入費
, 3,300万円/年

雇用の創出
1,540万円ﾉ年

ー

、／

芦別市立ち上げ支援
地域経済循環創造事業交付金(総務省）

3,300万円

i別市立ち上げ支援
環創造事業交付金(総務省）
3,300万円

北洋銀行事業継続支援
融資見込: 3,000万円
融資期間 : 1 0 年 一一一一要可 -̂y
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元金返済300万円ﾉ年法人税等支払 680万円（単年度課税対象利益等）

＜事業計画＞
売上高
3.300万円

間伐材等
(運搬費＞
1.080万円

・投資効果１．９倍（(交付金額十融資額)÷交付金額）
画地元雇用創出効果４．７倍（地元雇用人件費(融資期間分)÷交付金額）
・地元産業直接効果3. 3倍（地元原材料愛(融資期間分)÷交付金額）
{･課税対象利益等創出効果)2.1倍((税引前営業利釡十減価償却費相当)(融費期間分)÷交付金額）
・地域課題解決効果流出資金域内還元モデル

＝地域資源

人件費
1.540万円

＝地元雇用創出
木質チップ販売

一税負担十返済原３一＋減価償却相当680万号



煙 地域経済イノベーションサイクルの施策例２（徳島県）

○徳島県（｢阿波尾鶏｣を活用した畜産と農業の地域資源循環の創造）

･事業主体:オンダン農業協同組合(海陽町＃
･交付予定額: 5,０0０万円
･金融機関:阿波銀行
･融資喚起見込額:6,500万円
画融資期間:10年

＜事業計画＞
･投資効果２．３倍（(交付金額十融資額)÷交付金額）
･地元雇用創出効果１．６倍（地元雇用人件費(融資期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果８．８倍〈地元原材料費(融資期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果２．５倍《(瞬引前富纂判墓十濃偏侭劃興福菖)(”剛”)÷垂付全域）
･地域課題解決効果廃棄物等の商品化モデル(リサイクル効果）

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入
税負担十返済原資
十減価償却相当

(地域課題） (事業化＞ (公益的効果）一一､

。輸入飼料(トウモロコシ)を使った
養鶏
・鶏糞の未利用
・利益率圧迫

Ｌ

今
鰹鶏糞をブランド有機肥料化
・有機肥料を活用した高品質の野
菜と米の商品化
･輸入飼料を地元高品質米に置換

･ブランド有機肥料と高品質野菜等
で販売力増強
･輸入飼料の地場産化(飼料米等＞
図雇用増(有機肥料今飼料の製造）中

ノ
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画地域経済イジベーシヨンサイクルの施策例３（和歌山県言

○和歌山県（イノブタ新商品の開発を核とした紀南地方経済の活性化

･事業主体:株式会社イブファーム(すさみ町）
･交付予定額:5,000万円
風金融機関:紀陽銀行
･融資喚起見込額:3,000万円
･融資期間:10年

産
＜事業計画＞

･投資効果１．６倍（(交付金額十融賀鋤÷交付金額）
･地元雇用創出効果６．８倍（地元雇用人件費(融資期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果３．８倍（地元原材料費(融資期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果１．１倍((硬引煎竃薬科雲+域侭侭却R掴幽)《“”分)令室付倉国）
･地域課題解決効果一次産品等高付加価値化モデル

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入
税負担十返済原資
十減価償却相当

(地域課題） (事業化？ (公益的効果）
画イノブタ(F1)の生産にあたって、
ﾌﾀと交配するイノシシは野生由
来のため病原菌との関係から､県
の畜産試験場のみでしか交配で
きず､量産ができない

◆ ･名産品としてのブランド化
･交流人口の増加
･雇用増(食品製造業）

､量産可能なイノブタ(F2)(イノ
ブタ(Fl)×ブタ)の生産設備の
製造､販路拡大 今

売上高
7β10万円

阿波尾鶏
成鳥販売.
有機肥料販読

※有機肥料により栽力
した野菜･米等への制
班も別途担宝される

人件費
820万円

その他(薬材料等１
1,350万Ｆ

11260万円

循環エサイ
4,380万腰

売上高
7‘250万円

イノブタ関連食局
の販亮

人件漬
3‘160万Ｆ

その他(と畜代等‘
1.920万Ｆ

530万円

飼料代
1,640万贋



画地域経済イノベーションサイクルの施策例４（北海道江別市Ｉ

○北海道江別市（江別市地域経済循環創造事業～豊富な資源で｢麦の里えくつ｣を活性化～＞

｡事業主体:江別製粉株式会社
･交付予定額:4,500万円
画金融機関:北洋銀行
･融資喚起見込額:4,500万円
･融資期間:10年

＜事業計画＞
･投資効果２. ０倍((交付金額十融資額)÷交付金額）
画地元雇用創出効果１．８倍（地元雇用人件費(融貴期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果５５．９倍（地元原材料費(融箕期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果６．４倍《(税引“象剰華十減国軍叉摺当)《“掘閥分>÷交付金卿
･地域課題解決効果一次産品等高付加価値化モデル

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入

税負担十返済原資
十減価侭却相当

(地域課題） (事業ｲヒ (公益的効果）
〆 一 一 一 一 一 一 - - -

申鳳小麦専1用の保管倉庫が地元にな
いため､湿度温度管理の点から、
品質が劣化しやすく､廃棄される
小麦もある

･専用の貯蔵施設の整:備
・研修室の新設によるブランド
開発支援

･地域ブランド化
‘交流人口の増加
･雇用増(加工業]：今
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鷹 地域経済イノベーションサイクルの施策例５（熊本県八代市）

○熊本県八代市（クマモトオイスター再発見事業

国事業主体:鏡町漁業協同組合カキ生産部会
画交付予定額:1,800万円
･金融機関:八代地域農業協同組合
･融資喚起見込額:1,000万円
･融資期間:5年

＜事業計画＞
･投資効果１．６倍（(交付金額十融貴額)÷交付金額）
･地元雇用創出効果０. 6倍（地元雇用人件費(融箕期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果２．３倍（地元原材料費(融資期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果１．ｏ倍(《喫引嗣奮裏判墓十逮厘侭劃輿“)《蝕噸間分》÷交付全図）
･地域課題解決効果地元資源活用にぎわい創出モデル

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入
税負担十返済原資
十減価償却相当

(地域課題） (事業化？ (公益的効果）
ｒ ー

今･ｱﾒﾘｶで評判料理となっているタ
マモトオイスターを提供する拠点を
つくり､にぎわい創出と高付加価値
化

･地場産品のw販路確保
･交流人口の増加
･雇用増(漁業者）今ば特産ジカメガキ(クマモトオイス

ター)の採取地にとどまっている

- -

売上高
28,930万F

江別の小麦(ハルユ
カ)の阪売､施殴使Ｉ
料､開発支援相談料
セミナー受購料

人件費
800万円

その他(光然代等）
100万円

2‘870万円

原料麦
25,160万円

売上宿
1‘650万F

｢カキ小屋｣で②
バーベキュー形式の
カキやハマグリ等の
地元海産物の販売

人件費
200万F

その他(光熱代簿
270万腰

340万屑

カキ等の
地元海産物代
840万円



に 画地域経済イノベーションサイクルの施策例６（北海道）

○北海道（エゾシカ製品オリジナルﾌﾗﾝﾄ化推進事業）

画事業主体:エゾシカ食肉事業協同組合(斜里町＞
･交付予定額:4,028万円
･金融機関:北海道銀行
･融資喚起見込額:1,000万円
･融資期間:3年

＜事業計画＞
･投資効果１．２倍（(交付金額十融資額)÷交付金額）
,地元雇用創出効果０. 4倍（地元雇用人件貧(融資期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果１．７倍（地元原材料賛〈融箕期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果0. 3倍((腿引前竃廉判芝+減僑侭却風“)《贈貿期間分)÷交付童園）
･地域課題解決効果廃棄物等の商品化モデル(リサイクル効果）

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入
税負担十返済原資
十減価償却相当

(地域課題） (公益的効果）(事業ｲヒ

今ロエゾシカ肉の安定的流通ルー
ト構築
(囲いワナ､一時飼養施設、
札幌市内店舗､web店舗）

･エゾシカの処分コストの減
画エゾシカ肉のブランド化
･雇用増(販売店舗､処分場）今｡シカの農業被害
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○青森県青森市（ナマコ加工廃棄物を加工した地域経済活性化

画事業主体:株式会社大豊
・交付予定額:5,000万円
･金融機関:青森銀行
･融資喚起見込額:2,500万円
･融資期間:5年

画己亀包餐

尋昌一畠尋重
必‘
＜事業計画＞

･投資効果１．５倍（(交付金額十融涜額)÷交付金額）
･地元雇用創出効果２°Ｃ倍（地元雇用人件費〈融資期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果１．１倍（地元原材料黄(融資期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果１．８倍((磯引前酋累利慧十減侭風釦興相幽)(融貴期岡分)÷輿付童馴）
･地域課題解決効果廃棄物等の商品化モデル(リサイクル効果）

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入

税負担十返済原資
十減価償却相当

(公益的効果）(地域課題） (事業化？
･ナマコ加工廃棄物の処分コス；
の減
･ナマコ成分商品の低コスト化に
よる販売促進
･雇用増(加エ場）今･ナマコ加工廃棄物から機能性成

分を抽出し､高付加価値化(靴下・
化粧品等に活用）

｡中国輸出向け乾燥ナマコの加工
工程で排出される廃棄物(内臓､煮
汁)の処分 今

- コ

1０

売上高
3,830万『

エゾシカ製品
の販売

人件費
600万屑

その他(事務所貫料等）
590万屑

340万便

エゾシカ０
買入

2,300フ

刃

地域経済イノベーションサイクルの施策例７（青森県青森市１

売上宿
５,0００万Ｉ

ナマコ成分を
利用した機能性
靴下の販売

※石鹸や化粧品への
拡張も別途惣定される

人件鼠
2‘０００万円

その他(広告立伝Ｉ
100万Ｐ
1,780万円

ナマコ成劣
抽出吸藩間
1‘120万Ｆ



直 地域経済イノベーションサイ全ルの施策例8（佐賀県江北町）

○佐賀県江北町（空き店舗再生による地域経済循環創造事業）

･事業主体:個人経営
･交付予定額:310.6万円
･金融機関:九州ひぜん信用金庫
風融資喚起見込額:280万円
･融資期間:5年

＜事業計画＞
･投資効果１．９倍（(交付金額十融資額)÷交付金額）
･地元雇用創出効果２. 9倍（地元雇用人件費(融賀期間分)÷交付金額）
･地元産業直接効果５．６倍（地元原材料費(融資期間分)÷交付金額）
･課税対象利益等創出効果４．５倍((段引騎蔵裏濁墓十減価侭釦又“)職資期間分)÷交付金側）
･地域課題解決効果一次産品等高付加価値化モデル

＝地域資源

＝地元雇用創出

域外からの購入
税負担十返済原資
十減価償却相当

(地域課題） (事業化？ (公益的効果）

申 ･佐賀牛を使用したパン等のPRに
よる町の観光振興
‘空き店舗の有効活用
･雇用増(パン製造）

,地域の契約農家､地元高校生
の栽培する農作物を仕入先にし
空き店舗でパン屋を開業 中･炭鉱の閉鎖から続く働き先の減少

,空き店舗Ｉの増

1１
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平成2５年度補正予算事業(第一次交付決忠
【主な例】

売上高
900万円

学生等と連携し弓
開発した惣菜パ
ンの販罰

人件費
180万円

その他(光熱代等）
90万屑

280万円

地元産
農産物亀
350万便



直 ．地域経済循環創造事業交付金第一次交付決定事業(H2 5補正）の主な例
①一次産品等高付加価値化モデル
/○徳島県（｢阿波藍｣を活用した地域経済の好循環の実現）

画事業主体:大利木材株式会社(徳島市）
画交付予定額: 1,700万円
･金融機関:阿波銀行
塵融資喚起見込額:1,400万円

＜事業計画＞

＝地域資源

＝地元雇用創出
(地域課題 (事業化） (公益的効果）

鱈繍霧 |灘篭瀞 畷蝋憲…今
＝域外からの購入

＝税負担+返済原資の
･阿波藍栽培の拡大を通じた
農業振興
･地域ブランド化
･雇用増(藍関連産業）

･阿波藍栽培農家の衰退
国伝統産業(藍染繊維産
業)の新たな市場開拓

･阿波藍の天然色素を工業
系顔料(建材や木工製品等
に塗布)として加工処理

○東京都町田市（まちだ式栽培システムを活用した農業とアグリビジネスに関する地域資源循環の創造）

｡事業主体:株式会社まちだシルク農園
画交付予定額: 4.000万円
･金融機関:城南信用金庫
画融資喚起見込額: 1.000万円

＜事業計画＞

＝地域資源

＝哨元后用創出

＝域外からの閣入

＝観負担+返済原資

(事業化）(地域課題） (公益的効果）

吟 |蕊勝…Ⅱの
･研究開発成果を踏まえた水
耕栽培装置によるﾒﾛﾝ栽培
の実用化
･生産者青成のため､研修機
能を有する新温室の整備

．都市近郊における新た
な名産品の開発による地
域づくり

･地域ブランド化
風住民の地域への愛着を培う
.雇用増(農業）

１３
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巳 地域経済循環創造事業交付金第一次壷付決定事業(H25補正）の主な例

②地元資源活用にぎわい創出モデル
○三重県鳥羽市（健康､伝統をテーマとした｢鳥羽マルシェ｣食のしあわせ循環創造事業）
･事業主体:鳥羽マルシエ有限責任事業組合
･交付予定額:5,000万円
･金融機関:三重県信用漁業協同組合連合会
･融資喚起見込額:2,000万円

＜事業計画＞

＝地域資源

＝地元層用創出

＝域外からの剛入

＝税負担+返済原資

(地域課題） (事業化） (公益的効果＞

今 購灘鷺今･地場産品の販路確保
同交流人口の増加
･雇用増(販売業､農業§

･生産物価格低迷による農
水産業者の経営.の不安定
･就業者の高齢化､減少

○徳島県神山町（ｻﾃﾗｲﾄオフィス関連宿泊研修事業）
・事業主体:株式会社神山神領
･交付予定額:4,995万円
・金融機関:阿波銀行
・融資喚起見込額:3,500万円

（ 地 域 課 題 ） （ 事 業 化 ）

＜事業計画＞

＝地域資源

＝地元層用創出

＝域外からの購入

＝税負担+返済原澗

(公益的効果）

騨譲
･古民:家空き屋を再生し､周囲
の環境にふさわしい宿泊股備
を整備
・共同仕事場と連携したビジネ
ス合宿(ｻﾃﾗｲﾄ体験)事業
を創設

今
葱多くの見学者を企業誘致～
地元の雇用につなげる必要
画新規企業誘致のための宿
泊研修の場がない

｡進出企業増加への期待
鰯空き屋の活用
･雇用増(宿泊業､物販業）
･交流人口の増加今

1心

魂上高
2,850万円

蔭顔料阪亮

人件；
800万’

その陰(宜長目等Ｉ
1,500万Ｐ
290万円

阿波藍
260万円

兇上高
120060万円

ﾒﾛﾝ劇j謹置薩売
蕊培給望者研修料

2240万Ｆ

量塘装量仕入等
6,540万Ｐ

万Ｆ
【伝貝等
万P

売上高
28,950万円

農水産物閲売

960万１

地元産物
19‘780万円

万隅
燃貝等Ｉ
'万Ｆ

閲上高
4,960万Ｆ

宿泊料
ｻﾃﾗｲﾄ体農
期冒料

人件貢
1.770万Ｆ
その陰(器麓弼
970万’

830万’

地元鋤
1‘390万Ｐ
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グョ囚 地域経済循蹟創造事業交付金第一次交付決定事業(H2 5補正）の主な例

③流出資金域内還元モデル
○北海道石狩市（地域林材カスケード利用推進事業）
・事業主体:社会福祉法人はるにれの里
・交付予定額:3,630万円
・金融機関:札幌信用金庫
・融資喚起見込額:2,420万円

（ 地 域 課 題 ） （ 事 業 化 ） （ 公 益 的 効 果 ）

＜事業計画＞

＝地域貿詞

＝地元層用創出

＝域外からの蘭入

＝税負担+返済原資

一ノ

オ

共

→
造
公
料

プ
製
→
燃

荊床床の鱗 購灘今
･間伐材の放置
,燃料ｺｽﾄ(重油）
･菌床用オガ粉を他地域
から購入

･間伐材→木質チップ→オ
ガ粉→きのこ菌床製造
･栽培後の廃菌j床→公共
施設のボイラーの燃料 今

卿間伐材ｺｽﾄの確保
･燃料ｺｽﾄの抑制
．雇用増(製造工場）

○兵庫県豊岡市（地元間伐材を原料とした木質ﾍﾚｯﾄを熱源とするﾄﾏﾄのハウス栽培事業）
･事業主体:株式会社エム
画交付予定額:1,300万円
風金融機関:但馬信用金庫
画融資喚起見込額: 1,500万円

＜事業計画妄

＝地境資頚

＝地元雇用創出

＝域外からの開入
(地域課題） (事業化） (公益的効果）

蝶熟議今
･間伐材の放置
･燃料ｺｽﾄ(重油）
･冬季｡春季のﾄﾏﾄ栽:培
不能(他地域からの移入）

｡木質ペレットボイラーの
導入
･栽培用ハウスで冬季･春
季のﾄﾏﾄ栽培 ゆ･間伐材ｺｽﾄの確保

･燃料ｺｽﾄの抑制
･雇用増(農業）

鴬負担+返済原資
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■ 回地域経済循環創造事業塞付金第一次塞付決定事業(H2量補正）の主な例

④廃棄物等の商品化モデル（リサイクル効果）
○静岡県静岡市（住民参加型放置竹林解消モデル(｢しずおか型｣)）
・事業主体:丸徳商事有限会社
”交付予定額:5,000万円
･金融機関:静岡銀行
・融資喚起見込額: 5,400万円

（ 地 域 課 題 ） （ 事 業 化 ） （ 公 益 的 効 果 ）

＜事業計画＞

＝地域資源

＝地元雇用創出

＝域外からの購入

＝税負担+返済原資

｡住民が伐採した竹から作るパウ
ダーと下水汚泥を混合,発酵させた
高機能堆肥を製造･同堆肥を活用して耕作放棄地で近
郊野菜等を栽培(ﾄﾏﾄ･ナス･ブ
ルーベリー等）

&螺懲悪綴ﾘｱ等で新た

･放置竹林の減少
･住民参加のビジネス化
･耕作放棄地の活用
･新規地元特産品の創出
‘雇用増(堆肥製造販売等＞

･放置竹林の著しい増加
による農地等の荒廃
･下水汚泥の処理コスト
･耕作放棄地の増加 今 ･

○長崎県壱岐市（漁船廃油と､冬季の遊休労働力を活用した､ﾅﾏｺ等の加エ･販売及び養殖による地域資源循環の創造）

･事業主体:壱岐東部漁業協同組合
･交付予定額:5,000万円
･金融機関:十八銀行
･融資喚起見込額:1,549万円

＜事業計画＞

＝地嬉資頑

＝地元雇用創出

＝域外からの蘭入

＝科負担+返済原資

(地域課題 (事業化） (公益的効果）

吟 今･漁船廃油の処理コスト
・冬期の収入不足を要因と
した海女の後継者不足

･海女;漁の経営安定
･燃料ｺｽﾄの抑制
･雇用増(加工スタッフ､漁業）

向け〕
16ノ

売上高
、１３２０万円

鹿菌床燃料雨売

人蛎
370万Ｐ

その億(橿包貝憲
200万Ｆ

480万Ｆ

ﾁｯﾌ゚
270万Ｆ

売上；
1,370万Ｐ

ﾄﾏﾄ版開

人件費
490万Ｐ

その他(資材貝等）
230万Ｆ

380万Ｆ

懲料代
(木質ﾍﾚｯﾄ
270万円

売上；
６‘830万円

堆肥悶亮
廃棄物処理収入
農産物悶売

人件員
2‘700万円
その他(先触貝等）
390万Ｆ
860万Ｆ

竹ﾊｳﾀｰ§
2β80万円

売上高
３９００万円

ﾅﾏｺ加工品、
カキ等鼠亮

人件畳
1,770万Ｉ

その他(宣伝貝等）
620万屑

760万Ｆ

地元篇産勧
750万F


